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第１章  概要 

 

１．作成の背景 

仙台市では，より緑豊かな都市づくりの推進を目的として「仙台市みどりの基本計

画」（計画期間平成 24年度から平成 32年度まで）を策定しています。本計画は，緑

の都市像や施策について定めた総合的な計画であり，市民・市民活動団体・民間事業

者・行政が協働して展開する緑の取り組みの，基本的な方針を示しています。平成 27

年度に，本計画の中間評価を行い，機能集約型市街地形成及び地域再生に向けた都市

づくりや，充実する公園ストックの有効活用，多様な主体との連携等の視点から，「機

能集約型市街地形成に応じた公園の再編」や「経営的視点を取り入れた公園の管理運

営」等を計画の下半期に取り組むこととしました。 

また，国土交通省では，新たな時代の都市マネジメントに対応した都市公園等のあ

り方の検討を行い，平成 28 年 5 月に「新たなステージに向けた緑とオープンスペー

ス政策の展開について」を公表しており，今後重視すべき視点として，「ストック効果

をより高める」，「民との連携を加速する」，「都市公園を一層柔軟に使いこなす」とい

う３点を掲げ，重点的な戦略をとりまとめています。 

この度，仙台市みどりの基本計画の中間評価や国土交通省の動き等を踏まえ，本市

において「仙台市公園マネジメント方針」を作成し，今後の公園の利活用や運営管理

等のあり方について，基本的な方向性を示すことといたしました。 

 

２．公園マネジメントとは

＜公園マネジメントの定義＞ 

 公園を都市経営の重要な資源の一つとして捉え，長期的観点に立った計画的

な管理により，その価値を維持向上させるとともに，公園が持つ多様な機能を

より有効に活用することにより，都市の魅力を向上させるための活動 

＜公園マネジメントの目的＞ 

・公園の有効活用により，都市の魅力を向上させること 

・公園の適切な管理により，公園の価値を維持向上させること 
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３．位置づけと適用期間 

仙台市みどりの基本計画を上位計画として，本計画の重点プロジェクト（百年の杜

づくりプロジェクト）である「魅力ある公園づくり」を推進するための方針として位

置づけます。 

適用期間については，仙台市みどりの基本計画に合わせ，平成 32年度までとし，仙

台市みどりの基本計画の改定にあわせて見直すものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．方針の構成 

 本方針は次のとおりの構成とします。 

 

 第 1章 概要 

第 2章 本市の公園の現状・課題  

第 3章 基本方針 

第 4章 基本施策と主な取組み 

第 5章 今後の事業展開 

 

 

 

 

仙台市みどりの基本計画 

（平成 24年度～平成 32年度） 

＜基本方針＞ 

Ⅰ．安全・安心のまちづくり 

Ⅱ．自然環境の保全・再生 

Ⅲ．生活環境の向上 

Ⅳ．仙台らしさを育む 

Ⅴ．市民協働の推進 

＜百年の杜づくりプロジェクト＞ 

①みどりによる津波防災プロジェクト 

②みどりの骨格充実プロジェクト 

③街のみどり充実プロジェクト 

④魅力ある公園づくりプロジェクト 

⑤みどりの地域資源活用プロジェクト 

⑥「百年の杜」シンボルエリア形成プロジェクト 

⑦市民主体のみどりのまちづくりプロジェクト 

 

仙台市公園マネジメント方針 
（平成 29年度～平成 32年度） 

百年の杜づくりプロジェクト 

④魅力ある公園づくりプロジェクト 

を推進するための方針 
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第２章  本市の公園の現状・課題 

 

１．公園を取り巻く社会情勢の変化 

 

（１）人口減少・少子高齢化の急激な進展 

本市においては，震災前に比べて人口が増

えていますが，平成 32年（2020 年）頃が

人口のピークとなり，その後は減少すること

が見込まれています。人口構成では，年少人

口の割合が低下し，高齢人口の割合の上昇が

見込まれます。 

公園においても，このような人口動態を踏

まえた施設のあり方の検討が必要となってい

ます。 

 

 

（２）生物多様性の保全 

杜の都・仙台は，本市の豊かな自然環境の保

全のもとに成り立っており，都市部にも多様な

生物が生息していますが，生息生育環境の減少

や質の低下等によって，その多様性が損なわれ

ることが危惧されています。 

公園は，都市に残された貴重な緑地空間であ

ることから，生息環境のネットワーク化や適正

な管理等，生物多様性の保全に関する取組みが

必要と言えます。 

  

 

（３）自然と調和した持続可能な都市づくりの推進 

本市では市街地の拡大は抑制することを基本とし，

地下鉄沿線を軸として都市機能を集約するとともに，

郊外区域の暮らしを支える都市機能の維持･改善によ

り，｢機能集約型市街地形成と地域再生｣の都市づくり

を進めています。 

公園においても，このような都市づくりの方向性と

連動した再整備や運営管理が必要となっています。 

 No.1 

出典：仙台市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

出典：仙台市みどりの基本計画 

出典：仙台市都市計画マスタープラン 
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住まいの近くの公園の満足度 

ほぼ

毎日 

5% 

週に2～

3回程度 

7% 
週に1回

程度 

10% 

月に1回

程度 

16% 

その他 

2% 

ほとん

ど利用

しない 

49% 

近くに公

園がな

い 

9% 

無効回

答 

0% 

無回答 

2% 

身近な公園の利用頻度 

364  

510  

1,004  

1,517  

3,639  

4,841  

5,139  

5,314  

15,090  

23,759  

四国 

東北 

中国 

北陸信越 

沖縄 

中部 

九州 

北海道 

近畿 

関東 

単位：千人 

地域別外国人述べ宿泊者数（2015年） （４）国内外の交流人口の拡大 

本市の観光客入込数は震災前の水準に回復

したものの，訪日外国人観光客が全国的に増加

する中，東北地方は低水準にあると言えます。

東北の交流拠点としての役割を担う本市にお

いて，地域資源の発掘や都市の魅力向上等の取

り組みが必要となっています。 

公園においても，歴史・文化・自然など本市

固有の資源を生かし，整備や運営管理を行う必

要があります。 

 

（５）財政制約の深刻化 

本市の財政状況は社会保障費など義務的経費の増大を，公共事業費など投資的経費の

抑制によって対応している状況が続いております。今後は公共施設の老朽化に伴い，維

持管理費の増大が見込まれることから，公園においても施設マネジメントの視点が必要

となっています。 

 

 

２．公園の現状と課題 

 

（１）公園の利用状況と満足度について 

 平成 24 年度の「みどりの市民意識調査」（市民 5,000 人を対象）の結果，身近な

公園の利用頻度については，定期的に（週に 1回程度以上）利用する人の割合は 20%

程度で，ほとんど利用しない人は約 50%となっていました。また，住まいの近くの公

園の満足度については，60%以上の方が質について不十分と回答しています。量的な

充足が図られつつある中，今後は公園の質の向上が，より重要であると考えられます。 

 

N=1,767 N=1,988 

出典：仙台市インバウンド観光復興対策実施計画 

出典：平成 24 年度みどりの市民意識調査 出典：平成 24 年度みどりの市民意識調査 

量・質ともに
十分である
26% 

量は不十分
だが，質はよ
い 8% 

量は十分だ
が，質はよく
ない 29% 

量・質ともに
不十分であ
る 26% 

無回答 2% 
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（２）公園の整備状況 

 平成 28年 4 月現在，本市の都市公園は全体で 1,742 箇所，約 1,500ha とな

っています。他の政令指定都市と比較すると，１人当たりの公園面積は第 3位とな

っており，高い水準にあると言えます。 

しかし，街区公園の 1 箇所あたりの平均面積を比較すると 16 位となっており，

また本市の街区公園の面積別割合では，50%以上が 500㎡未満であり，小規模の

公園が多数存在するという特徴があります。 

 さらに，公園の配置状況は地域によって偏りがあり，密集して公園が分布する地

域がある一方で，旧市街地を中心に公園空白地が存在します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

5.0
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20.0

(㎡/人) 

3位 

0
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

(㎡/人) 

16 位 

1箇所当たりの街区公園面積の政令市比較  1人当たりの公園面積の政令市比較 

54% 

500㎡～

1,000㎡ 

10% 

21% 

2,500㎡

以上 

15% 

本市の街区公園面積別の箇所数割合 

平成 28年 4 月時点 

300 箇所 

212 箇所 

149 箇所 

平成27年3月時点 平成27年3月時点 

公園の配置状況(平成 28 年 4 月時点) 

(凡例) 面積規模 
 200 ㎡未満 
 200～500㎡未満 
 500～1000㎡未満 
 1000～2500㎡未満 
 2500～5000㎡未満 
 5000～20000㎡未満 
 20000 ㎡以上 
   公園空白地 

公園が過密な地域の例 
 

774 箇所 

1,000 ㎡ 
～2,500 ㎡ 500㎡未満 
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0 10 20 30 40 50 60

無料屋内ｽﾍﾟｰｽ 

ﾌｧｽﾄﾌｰﾄﾞなどの軽飲食店、ｶﾌｪ 

清涼飲料水などの自動販売機 

コンビニなどの小売店 

レンタル遊具（有料） 

レストラン 

駐車場（有料） 

レンタル自転車（有料） 

その他 

特にない 

大規模な公園に「あったら良い」と思うサービス施設 

授乳やおむつ交換、 
休憩などができる 

N=192, NA=478 

(％) 

平成 27年度の「みどりの市民意識調査」では，大規模な公園に「あったら良い」と

思うサービス施設は，授乳や休憩などができる屋内スペースや軽飲食店，カフェなど

の施設等の回答割合が高くなっていました。 

また，健康志向や防災意識の高まりなどにより，健康遊具，パークゴルフやグラウ

ンドゴルフ等の運動施設，防災施設等の多様なニーズへの対応が必要となっています。 

 

  これらの現状などから，公園の整備上の課題を以下のように整理します。 

 

整備における主な課題 

 

◆公園・機能の配置バランスの適正化 

公園の量については，一定程度の確保がされている一方で，地域によって面積

や配置の偏りがあり，公園が過密な地域での公園機能の分担や公園空白地におけ

るオープンスペースの確保が必要となっています。 

 

◆様々な市民ニーズへの対応 

健康志向，防災意識や自然環境への関心の高まりなどライフスタイルの多様化

によるニーズの変化に対応し，民間施設の設置や公園施設の見直しが必要となっ

ています。 

 

（３）公園の維持管理の状況 

  本市の公園は，その多くが昭和 50年代以降の急速な都市化に伴って整備されてき

ました。現在，これらが開園後 30年を経過し，遊具や外柵等の施設の老朽化が進行

しており，公園利用者の安全性を確保するため，厳しい財政状況の中で効率的な維持

管理が必要となっています。 

 

出典：平成 27 年度みどりの市民意識調査 
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10年以下 

13% 

10～20年 

22% 

20～30年 

25% 

30～40年 

34% 

40年以上 

6% 

公園整備後の経過年数 

  また，本市の公園愛護協力会は，結成率が全国的に高く，身近な公園において除草

清掃などの管理を担っていますが，活動主体の高齢化や参加者不足等により十分な活

動が実施できなくなっている団体もあり，新たな取り組みが必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの現状などから，公園の維持管理上の課題を以下のように整理します。 

 

 

剪定等の技術的な指導 

清掃道具等の貸出 

相談窓口の設置 

団体間の情報交換会の開催 

新たな公園表彰制度の創設 

活動状況のPR 

その他 

0 5 10 15 20

（N=69） 

平成28年9月時点 

 30年超が 
40％以上 

 10年後には 
60％以上 

公園愛護協力会の活動を活性化するために必要とする行政の支援 

出典：平成 28 年度公園愛護協力会アンケートより 

要修繕・撤去
が増加して
いる 



8 

 

79.5 

51.8 

36.4 

29.7 

22.1 

19.5 

16.4 

3.6 

3.1 

0 20 40 60 80 100

ボール遊び 

犬の散歩 

手持ち花火 

演奏やダンス 

ラジコンカーの使用 

バーベキューや芋煮 

スケートボード等の使用 

特になし 

その他 

（％） 

身近な公園利用促進のため、一定の条件を定めて認めても良いと思う行為 

維持管理における主な課題 

 

◆施設の老朽化への対応 

開園後 30年を超える公園数の増加に伴い，改修・更新が必要な施設が増加す

ることから，計画的な改修が必要となっています。 

 

◆新たな財源の確保 

厳しい財政状況の中，施設や管理に関するコスト縮減，新たな財源確保の方法

について検討が必要となっています。 

 

◆地域との連携強化 

公園愛護協力会や市民活動団体が活動しやすい環境づくりや，新たな担い手の

確保が必要となっています。 

 

（４）公園の運営管理の状況 

本市の公園の運営管理は，テニスコートなどの有料施設やキャンプ場等において

平成 16年度より指定管理者制度を導入し，民間事業者等による運営管理に取り組

んでいますが，多様化するニーズに対応するため，今後，さらに市民活動団体や民

間事業者等との連携を深め，民間のノウハウを活用し，公園サービスの向上を図っ

ていく必要があります。     

また，近年，市民活動団体等が主体となって，自己実現の場やまちの活性化を図

るため，公園を活用する事例も増えてきています。このような取り組みが円滑に実

施できるような仕組みやルールの設定等，柔軟な運営が求められています。 

 

指定管理者による公園の運営管理状況（平成 28年 11月現在） 

公園の形態 公園数 

有料運動施設 28公園 42施設 

キャンプ場 1公園 1施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 28 年度市政モニターアンケート 

N=195，NA=511 
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これらの現状などから，公園の運営管理上の課題を以下のように整理します。  

 

運営管理における主な課題 

 

◆新たな運営主体との連携 

市民活動団体・民間事業者と連携した新たな運営管理の手法の検討が必要となっ

ています。 

 

◆既存公園ストックの利活用 

より柔軟な公園の利用を可能とするルールや，イベント利用の活性化を図るため

の仕組みの検討が必要となっています。 
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３．今後重視する視点 

 

これらの現状や課題を踏まえ，今後の公園の整備，維持管理，運営管理を行う上で，

重視する視点を以下の３点としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域団体や市民活動団体，民間事業者等の多様なパートナーと連携し，利用者の目

線に立って，公園の特性を生かした利活用を推進すること。 

③多様なパートナーとの連携 

  

長期的な視点に立った計画的な施設の更新を行うとともに，新たな財源確保によ

り，安全で質の高い公園管理を行うこと。また，公園の整備・維持管理・運営管理に，

多様な主体が関わることができるような仕組みをつくることにより，より柔軟で持続

可能な公園管理を実現すること。 

②持続可能な公園管理 

  

仙台の歴史・文化・自然景観などの都市個性や地域ごとの特色を踏まえながら，公

園空間や施設，周辺の自然環境等，公園資源を有効に活用し，公園の魅力を高めるこ

と。 

①新たな公園の魅力づくり 

 No.2 
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第３章  基本方針 

公園マネジメントを推進するため，基本方針を次のとおり設定し，具体的な取り組

みを展開していきます。 

 

１．公園を核とした都市の魅力向上に係る基本方針 

（１）基本方針１．都市のにぎわい創出～仙台ブランドを発信するにぎわいのある公園づくり～ 

・まちの中心部や地下鉄沿線において，多様なイベント開催や公園資源の活用等により，

仙台文化の発信やまちのにぎわいを創出する公園づくりを行います。 

・仙台の歴史や文化及び青葉山や広瀬川などの自然を生かし，観光拠点ともなる公園づ

くりを行います。 

・民間パートナーとの連携を進め，新たな価値を創造する公園運営管理を行います。 

〈主な対象公園：中心部や地下鉄沿線の公園，総合公園・広域公園等〉 

 

（２）基本方針２．地域コミュニティの醸成～地域の交流を育むみんなの公園づくり～ 

・子育て世代，高齢者，若者などの多様な市民ニーズを捉え，身近な公園となる街区公

園においては，地域の顔となるような，特色を生かした公園づくりを行います。 

・規模の大きな公園においては，機能を集積し，多様な利用ができる公園づくりを行い

ます。 

・多様なパートナーとの連携を図り，地域ごとの柔軟な公園運営管理を行います。 

 〈主な対象公園：街区公園，近隣公園，地区公園，河川公園等〉 

 

（３）基本方針３．自然との共生～まちと自然をつなげる身近な杜づくり～ 

・都市部の緑地のネットワークや地域生態系に配慮した緑地管理を行い，生物多様性の

保全に努めます。 

・緑地が市街地に隣接するという立地特性を生かし，自然を学び・遊ぶ公園づくりを行

います。 

・市民活動団体や民間事業者など，様々な団体との連携を強化し，多くの市民が参加で

きる緑地の保全と利活用を進めます。 

〈主な対象公園：風致公園，都市緑地等〉 

 

２．公園の価値の維持向上に係る基本方針 

（１）基本方針４．施設マネジメントの推進～誰もが安全に安心して利用できる公園づくり 

・総合的な公園施設のマネジメントを行うことにより，持続可能な公園経営に取り組み

ます。 

・市民，市民活動団体，民間事業者など，みんなが公園づくりに携わる機会を創出し，み

んなが愛着を持てる公園づくりを行います。 

  〈対象公園：全公園〉 

 No.1 

 No.3 
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高砂中央公園（仙台うみの杜水族館） 

勾当台公園市民広場 

 

第４章  基本施策と主な取組み 

 

１．公園を核とした都市の魅力向上に係る基本方針 

 

（１） 基本方針１．都市のにぎわい創出 

～仙台ブランドを発信するにぎわいのある公園づくり～ 

  

◆基本施策① 施設の利活用による魅力アップ 

広場や緑道等の空間利用の仕組みを構築す

ることや，茶室・水景施設・植栽等の既存の公

園施設を有効に活用することで，公園の魅力を

創出します。 

また，公園資源やイベント等の情報発信を強

化し，観光資源としてのＰＲも行います。 

 

  〔取組み事例〕 

   ○公園における円滑なイベント利用のための体制づくり 

   ○歴史・文化・自然資源を生かした整備と利活用 

   ○総合的な公園利用情報の発信 等 

 

 

◆基本施策② 民間施設誘致による利用サービス向上 

公園の魅力をより一層向上させるため，公園

の特性や自然環境と利用者ニーズに応じて飲食

店や売店，レクリエーション施設等の民間施設

を誘致し，新たな公園サービスを提供します。 

 

〔取組み事例〕 

○民間事業者等による飲食店，売店，スポーツ

施設等の誘致 

○屋外広告物に関する規制緩和 等 
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水の森公園（指定管理者により運営 
管理されているキャンプ場） 

機能分担による整備のイメージ図 
 

 
ＡＦＴＥＲ 

ｆ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

○保  

○高  

Ａ子ども向け遊具中心 

Ｂ花壇やベンチ 

Ｃ健康遊具中心 

Ｄオープンな空間を確保 

   公共施設 

(保育所，高齢者福祉施設等) 
 

＜どれも同じような公園＞   ＜近隣の公共施設等と連携し，それぞれ特色ある公園＞ 

○高  

○保  ○保  

◆基本施策③ 民間パートナーと連携した新たな運営管理 

市民活動団体や民間事業者等の民間パートナー

の連携により，専門的な技術，経験を取り入れ，

多様な運営管理を展開することで，公園サービス

を向上させます。 

  

〔取組み事例〕 

   ○協議会方式による公園運営管理 

   ○民間事業者による公園整備と運営管理 

○PFIや指定管理者制度の活用 等 

 

 

 

（２） 基本方針２．地域コミュニティの醸成 

～地域の交流を育むみんなの公園づくり～ 

 

◆基本施策④ 地域の特色ある公園づくり 

公園施設の老朽化対策とともに，周辺住民の人口構成の変化や地域ニーズ等に応

じ，小規模な公園では複数の公園で機能を分担するなど，それぞれに特色のある公

園づくりを行います。 

また，公園に近接する保育所や高齢者福祉施設等の社会福祉施設とも連携した公

園づくりを行います。 

 

〔取組み事例〕 

   ○都市公園の機能再編（次ページ「街区公園の機能分担の考え方」参照） 

   ○公共施設との連携による特色ある公園づくり 等 

 No.3 

ＢＥＦＯＲＥ ○保  
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街区公園の機能分担の考え方 

 

○街区公園に求められる機能 

 街区公園は市民に最も身近な公園であり，防災・環境保全・景観形成・休養・遊び・

地域コミュニティ形成等の様々な機能が求められます。しかしながら，街区公園の面積

により確保できる機能が異なることから，街区公園の機能分担を検討するにあたり，便

宜的に面積区分を行い，区分毎の主な機能を設定します。 

 

○検討の対象地域 

 ・小学校区を検討の単位とします。 

 ・小学校区内に老朽化により面的な整備が必要となる公園が複数存在し，互いに誘致

圏が重なって存在する場合に，機能分担を検討することとします。 

 

○機能分担の考え方 

 ・対象地域の小学校区内に事業区域を設定し，事業区域内に標準的な街区公園や中規

模の街区公園が存在する場合は，それらの公園で必要な機能を確保した上で，その

他の小規模の公園において機能特化を検討します。 

 ・対象地域の小学校区内に事業区域を設定し，事業区域内に小規模の公園のみが存在

する場合は，狭小な公園間で機能分担し，各公園において機能特化を検討します。 

 

○事業の進め方 

 ・今後，対象地域を選定し，機能分担に係る事業計画を策定した上で，順次再整備を

進めることとします。 

  ・事業実施に当っては，公園の現況調査や地域住民の意向を踏まえ，公園の機能分担

の方針を決定した上で，具体的な設計を行い，工事を実施します。 

・整備完了後には，機能分担による再整備効果を測定・評価し，随時事業手法の見直

しを行います。 

 

機  能  

 

種  類 

防災・環境・景観・ 
休養機能等 

子育て・健康づくり・ 
ｺﾐｭﾆﾃｨ形成・地域の防災

拠点機能等 

運動・にぎわい 
創出機能等 

標準的な街区公園 

概ね 2,500㎡以上 
○ ○ ○ 

中規模の街区公園 

概ね 1,000㎡～2,500㎡ 
○ ○ － 

小規模の街区公園 

概ね 1,000㎡未満 
○ △ 

※一部の機能を確保 
－ 
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青葉の森緑地での自然体験イベント 

谷地館公園 
（「おらほの公園草刈隊」（民間事業
者）と地域住民による公園の除草活動） 

◆基本施策⑤ 多様な利用ができる地域の拠点公園づくり 

公園施設整備・再整備にあたっては，選択と集中の観点から，地域の拠点となる

公園においては，新たなニーズへの対応やコミュニティの核となるよう，多様な機

能を集積します。 

 

〔取組み事例〕 

   ○子育て・高齢者向け施設の整備 

   ○新たなニーズに対応した施設整備 

   ○有料運動公園における利用サービスの向上 等 

 

 

◆基本施策⑥ 地域に根ざした柔軟な管理と利活用 

仙台市公園愛護協力会等の地域団体との連携により，地域の実情に合った柔軟な

公園運営管理を進めるとともに，市民活動団体や民間事業者等の新たな運営管理の

パートナーとの連携を進め，地域の顔となるよ

うな公園づくりを行います。 

また，身近な公園の利用に関わる情報を提供

し，利用サービスを向上します。 

  

〔取組み事例〕 

   ○公園愛護協力会との連携強化 

   ○地域による公園運営管理 

   ○身近な公園情報の発信 等 

 

 

 

（３） 基本方針３．自然との共生 ～まちと自然をつなげる身近な杜づくり～ 

 

◆基本施策⑦ 緑地保全から緑地利活用へ 

都市部の緑地のネットワーク化や地域生態

系に配慮した緑地保全管理を進めます。 

また，都市部に多くの緑地が存在する本市

の立地特性を生かし，自然を学び，体験する

等の緑地の価値を再発見できるような利活用

を推進します。 

 

 No.4 

 No.1 
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毎年行っている遊具点検のようす 

 

  〔取組み事例〕 

○生物多様性に配慮した樹林地管理 

○緑地における多様な体験プログラムの提供 等 

  

 

◆基本施策⑧ 市民参加型の緑地保全の推進 

緑の活動団体等の市民活動団体や民間事業者と連携し，多くの市民が緑地の保全と

利活用に多様な形で参画できるような新しい緑地管理手法を創出します。 

 

  〔主な取り組み事例〕 

   ○民間事業者，市民活動団体との連携による 

緑地の運営管理 

 ○緑地サポーターの育成 等 

  

 

 

 

 

２． 公園の価値の維持向上に係る基本方針 

 

（１）基本方針４．施設マネジメントの推進 

～誰もが安全に安心して利用できる公園づくり～ 

 

◆基本施策⑨ 施設マネジメント計画による効率的な維持管理 

定期的な公園施設の点検及び計画的な維持管理により，利用者の安全と利用サー

ビスの安定的な提供を確保します。 

また，防災や環境保全の観点を含め，社会情勢の変化に応じた公園の役割や機能

を見直し，効率的かつ効果的な施設の整備・更新を進めます。 

 

  〔取組み事例〕  

  ○公園施設基礎調査の実施 

○施設マネジメント計画の作成  

○施設管理マニュアルの作成 等 

 

 

▲ ┕ ┙ 
☺ 

丌 

市民が参加する 
緑地管理の展開 

行政 市民活動 
団体等 

民間 
事業者 

市民 

専門家
等 プラット 

フォーム 

連携した緑地管理
の体制づくり 
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海岸公園（ふるさとの杜再生プロジェクト） 

 

 

◆基本施策⑩ 多様な主体によるみんなの公園づくり 

市民活動団体・民間事業者の社会貢献活動や多様な寄附制度の展開を行うことに

より，公園に多様な主体が関われる仕組みや制度づくりを行います。 

また，整備・維持管理・運営管理の様々な場面で多くの市民が参画し，みんなが

愛着を持てる公園づくりを進めます。 

 

 〔取組み事例〕 

   ○多様な寄附制度の展開 

○ネーミングライツの募集 

○市民参加による簡易整備 等 
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 No.5，No.6 
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第５章  今後の事業展開 

 

本方針に基づき，今後取組みを進めるにあたって次のとおり推進方策を定め，都市の魅

力向上，公園の価値の維持向上を図っていきます。 

 

（１）事業の進行管理 

 事業展開プランの作成 

仙台市公園マネジメント方針に基づく施策や取組みについての具体的な内容や

目標，スケジュール等を示した「事業展開プラン（平成 29年度～平成 32年度）」

を平成 29年度に作成し，計画的に事業を実施します。 

 事業の進捗管理 

各取組みの実施状況について，定期的な進捗管理を行うとともに，次期緑の基

本計画の改定に合わせて見直しを行います。 

 事業の評価と見直し 

 取組みの実施にあたっては，その手法や効果を定期的に評価し，改善していく

ため，PLAN（計画），DO（実行），CHECK（評価），ACTION（改善）を繰り

返す PDCAサイクルによって，事業を推進していきます。 

 

（２）事業の推進体制 

 多様な主体との連携 

     各施策の推進にあたっては，市民，市民活動団体，民間事業者，行政の連携に

より一体となって進めていく必要があります。そのため，事業の実現に向け関係

者が意見交換等を行うプラットフォームとなるような場づくりを進めていきます。 

また，事業の展開にあたっては，関係者間の役割分担やリスク管理を明確にし

て，公園利用者の安全・安心を確保しながら，より質の高い公園サービスを提供

していきます。 

 部局間の連携 

    公園には，環境保全，子育て，介護予防，観光，景観形成や都市の賑わいづく

りなど様々な役割があり，関係する部局が多岐にわたるため，各施策の推進にあ

たり，関係部局の連携を強化していきます。 

 

 

 

 

 

 

 No.7 

 No.8 
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＜今後のスケジュール＞ 

 

 平成 29年 2 月 3 日    第 76回杜の都の環境をつくる審議会 

 

2 月上旬     仙台市公園マネジメント方針（中間案）の作成 

 

2 月下旬～3月下旬  パブリックコメントの実施 

 

4 月       仙台市公園マネジメント方針（最終案）の作成 

 

5 月       仙台市公園マネジメント方針の決定 

 

参 考 


